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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 書 類 名 】 　 　 　 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 非 水 電 解 質 電 池
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 正 極 端 子 に 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク 材 を 外 嵌 し 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 材 を 金 属
外 装 部 材 の 開 口 孔 に 挿 入 し て 封 止 固 定 し た 非 水 電 解 質 電 池 に お い て 、
　 セ ラ ミ ッ ク 材 と 正 極 端 子 と の 間 が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ に よ っ て ロ ウ 付 け さ れ 封 止 固 定
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 非 水 電 解 質 電 池 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ の ア ル ミ ニ ウ ム 組 成 が ８ ５ ％ 以 上 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 非 水 電 解 質 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 電 池 ケ ー ス の 一 部 を 構 成 す る 金 属 外 装 部 材 の 開 口 孔 に セ ラ ミ ッ ク 材 を 介 し て
正 極 端 子 を 絶 縁 封 止 固 定 し た 非 水 電 解 質 電 池 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 電 池 は 、 電 池 ケ ー ス 内 部 に 密 閉 し た 発 電 要 素 の 正 負 極 を 外 部 回 路 と 接 続 す る た め に 気 密
端 子 が 設 け ら れ る 。 こ の よ う な 電 池 と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 正 極 端 子 １ と 負 極 端 子
２ を そ れ ぞ れ セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を 介 し て 電 池 ケ ー ス に 絶 縁 固 定 し た も の が あ る 。 こ れ ら の 正
極 端 子 １ と 負 極 端 子 ２ は 、 そ れ ぞ れ リ ン グ 状 の セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を 外 嵌 し て 外 環 金 属 部 材 ５
の 開 口 孔 に 挿 入 さ れ 、 こ れ ら 正 負 極 端 子 １ ， ２ と セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と の 間 、 及 び 、 セ ラ ミ ッ
ク 材 ３ と 外 環 金 属 部 材 ５ の 開 口 孔 と の 間 を 金 属 ロ ウ ４ ， ４ で ロ ウ 付 け 固 定 さ れ る 。 そ し て
、 外 環 金 属 部 材 ５ ， ５ は 、 金 属 蓋 部 ６ の ２ 箇 所 の 開 口 孔 に 挿 入 し て 溶 接 に よ り 封 止 固 定 さ
れ 、 こ の 金 属 蓋 部 ６ は 、 発 電 要 素 ７ を 収 納 し た 金 属 容 器 部 ８ の 上 端 開 口 部 に 嵌 め 込 み 溶 接
に よ り 封 止 固 定 さ れ る 。 ま た 、 正 極 端 子 １ と 負 極 端 子 ２ は 、 下 端 部 が そ れ ぞ れ 発 電 要 素 ７
の 正 負 極 に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 正 負 極 端 子 １ ， ２ は 、 金 属 容 器 部 ８ と 金 属 蓋 部
６ と 外 環 金 属 部 材 ５ と か ら な る 密 閉 さ れ た 電 池 ケ ー ス 内 の 発 電 要 素 ７ の 正 負 極 を セ ラ ミ ッ



ク 材 ３ に よ っ て 絶 縁 さ れ て 外 部 に 引 き 出 す こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ で 、 Ｎ ｉ － Ｃ ｄ 電 池 や Ｎ ｉ － Ｍ Ｈ 電 池 の 場 合 に は 、 上 記 セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を ロ ウ 付
け す る た め の 金 属 ロ ウ ４ と し て 銀 ロ ウ や 銀 － 銅 ロ ウ が 用 い ら れ て い た 。 し か し な が ら 、 非
水 電 解 質 電 池 で こ の よ う な 銀 ロ ウ や 銀 － 銅 ロ ウ を 用 い る と 、 正 極 端 子 １ と セ ラ ミ ッ ク 材 ３
と の 間 を ロ ウ 付 け す る 金 属 ロ ウ ４ が 非 水 電 解 液 と 接 触 す る こ と に よ り ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反
応 に よ っ て 腐 食 が 生 じ 、 気 密 漏 れ を 起 こ し て サ イ ク ル 寿 命 及 び カ レ ン ダ － 寿 命 が 短 く な る
と い う 問 題 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 正 極 端 子 １ の 電 位 が 特 に 高 い 場 合 に 、 こ の 正 極 端 子 １ と 接 す る 金 属 ロ ウ ４ の ロ ウ 材 金 属
が こ の よ う な 溶 解 反 応 を 生 じ る 。 従 っ て 、 ３ Ｖ 以 上 、 特 に ３ ． ５ Ｖ 以 上 の 非 水 電 解 質 電 池
に お い て 顕 著 に こ の 問 題 が 現 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 正 極 端 子 に 接 す る 金 属 ロ ウ に ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ を 用 い る こ と に よ り 、 こ の 金 属 ロ ウ の 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 非 水
電 解 質 電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 正 極 端 子 に 絶 縁 性 の セ ラ ミ ッ ク 材 を 外 嵌 し 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 材 を 金
属 外 装 部 材 の 開 口 孔 に 挿 入 し て 封 止 固 定 し た 非 水 電 解 質 電 池 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 材 と 正
極 端 子 と の 間 が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ に よ っ て ロ ウ 付 け さ れ 封 止 固 定 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 正 極 端 子 と 接 す る 金 属 ロ ウ が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ で あ る た
め 、 こ の 金 属 ロ ウ が 高 電 位 に な っ て も 、 ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反 応 に よ っ て 腐 食 を 生 じ る よ う
な こ と が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 金 属 外 装 部 材 と は 、 非 水 電 解 質 電 池 の 電 池 ケ ー ス の 一 部 を 構 成 す る 部 材 で あ り 、
金 属 容 器 部 や 金 属 蓋 部 、 又 は 、 こ れ ら の 開 口 孔 に 嵌 め 込 み 固 定 す る 外 環 金 属 部 材 等 を 意 味
す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ の ア ル ミ ニ ウ ム 組 成 が ８ ５ ％ 以 上 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 率 が 高 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ を 用 い る
の で 、 ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反 応 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 前 記 正 極 端 子 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る こ と が
好 ま し い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 正 極 端 子 も ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る と 、 こ の 端 子 金 属 が
溶 解 反 応 に よ っ て 腐 食 す る の を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 １ は 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 正
極 端 子 部 分 の 一 部 拡 大 縦 断 面 図 、 図 ２ は 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 な お 、
図 ３ に 示 し た 従 来 例 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 部 材 に は 同 じ 番 号 を 付 記 す る 。 ま た 、 本 実
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施 形 態 は 、 本 発 明 が 好 適 に 用 い ら れ る 非 水 電 解 液 二 次 電 池 に 関 す る も の で あ る が 、 非 水 電
解 質 電 池 に 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 図 ３ に 示 し た 従 来 例 と 同 様 に 、 電 池 ケ ー ス の 金 属 蓋 部 ６ の 開 口 孔 に 挿 入
固 定 し た 外 環 金 属 部 材 ５ ， ５ に そ れ ぞ れ セ ラ ミ ッ ク 材 ３ ， ３ を 介 し て 正 極 端 子 １ と 負 極 端
子 ２ を 絶 縁 封 止 固 定 し た 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 正 極 端 子 １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の ピ ン で あ る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク 材
３ は 、 ア ル ミ ナ や こ の ア ル ミ ナ を 主 成 分 と す る も の を 用 い る 。 こ の 正 極 端 子 １ は 、 図 １ に
示 す よ う に 、 リ ン グ 状 の セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を 外 嵌 し て 外 環 金 属 部 材 ５ の 開 口 孔 に 挿 入 さ れ る
。 そ し て 、 こ の 正 極 端 子 １ と セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と の 間 、 及 び 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と 開 口 孔
と の 間 を そ れ ぞ れ 金 属 ロ ウ ４ ， ４ で ロ ウ 付 け す る こ と に よ り 絶 縁 封 止 固 定 す る 。 こ の 際 、
少 な く と も 正 極 端 子 １ と セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と の 間 の 金 属 ロ ウ ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ を
用 い る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 主 成 分 と す る 合 金 の ロ ウ 材 で あ り 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 組 成 が ８ ５ ％ 以 上 の も の が 好 ま し く 、 例 え ば シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） が ６ ． ８ ～ ７ ．
８ ％ 、 マ グ ネ シ ウ ム （ Ｍ ｇ ） が ２ ～ ３ ％ で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） を 残 部 と し て 、 鉄
（ Ｆ ｅ ） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 マ ン ガ ン （ Ｍ ｎ ） 及 び ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） を 微 量 含 む も の が 適 切 で あ
る 。 即 ち 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） と マ グ ネ シ ウ ム （ Ｍ ｇ ） を 含 み 、 こ れ ら の 含 有 量 が Ｓ ｉ ＞ Ｍ
ｇ ＞ １ ． ０ ％ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 望 ま し い 。 ま た 、 例 え ば Ａ ｌ － Ｓ ｉ 系 の Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｂ
Ａ ４ １ ４ ５ （ Ｓ ｉ ＝ ９ ． ３ ～ １ ０ ． ７ ％ ） や Ｂ Ａ ４ ０ ４ ７ （ Ｓ ｉ ＝ １ １ ． ０ ～ １ ３ ． ０ ％
） 等 を 用 い る こ と も で き る 。 セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と 外 環 金 属 部 材 ５ の 開 口 孔 と の 間 は 、 他 の 金
属 の ロ ウ 材 を 用 い て も よ い が 、 こ こ で は 同 じ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ を 用 い る も の と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 負 極 端 子 ２ は 、 銅 又 は 銅 合 金 の ピ ン で あ る 。 こ の 負 極 端 子 ２ も 、 正 極 端 子 １ と 同 様 に 、
リ ン グ 状 の セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を 外 嵌 し て 外 環 金 属 部 材 ５ の 開 口 孔 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 こ
の 負 極 端 子 ２ と セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と の 間 、 及 び 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 材 ３ と 開 口 孔 と の 間 を そ れ
ぞ れ 金 属 ロ ウ ４ ， ４ で ロ ウ 付 け す る こ と に よ り 絶 縁 封 止 固 定 す る 。 こ こ で の 金 属 ロ ウ ４ の
ロ ウ 材 は 特 に 限 定 し な い が 、 銅 を 主 成 分 と す る も の を 用 い る の が 好 ま し い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 は 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 発 電 要 素 ７ を 金 属 容 器 部 ８
内 に 収 納 し 、 こ の 金 属 容 器 部 ８ の 上 端 開 口 部 に 金 属 蓋 部 ６ を 嵌 め 込 ん で 溶 接 に よ り 封 止 固
定 す る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 正 極 端 子 １ と 負 極 端 子 ２ を 絶 縁 封 止 固 定 し た 外
環 金 属 部 材 ５ ， ５ を こ の 金 属 蓋 部 ６ の ２ 箇 所 の 開 口 孔 に そ れ ぞ れ 挿 入 し て 溶 接 に よ り 封 止
固 定 す る 。 こ の 際 、 こ れ ら 正 極 端 子 １ と 負 極 端 子 ２ は 、 下 端 部 を そ れ ぞ れ 発 電 要 素 ７ の 正
負 極 に 接 続 す る 。 ま た 、 金 属 容 器 部 ８ 内 に は 、 非 水 電 解 液 を 注 入 す る 。 こ れ ら 金 属 蓋 部 ６
と 金 属 容 器 部 ８ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い る こ と に よ り 軽 量 化 を 図 る
こ と が で き る 。 ま た 、 外 環 金 属 部 材 ５ も 、 こ こ で は ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等
を 用 い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に よ れ ば 、 正 極 端 子 １ と 接 す る 金 属 ロ ウ ４ が ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 ロ ウ で あ る た め 、 こ の 正 極 端 子 １ が 高 電 位 と な っ て も 、 ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反 応 に よ
っ て 腐 食 を 生 じ る よ う な こ と が な く な る 。 ま た 、 正 極 端 子 １ 自 身 も ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る の で 、 こ れ が 溶 解 反 応 に よ っ て 腐 食 す る こ と も な い 。 正 極 端 子 １ の
電 位 は 、 ３ Ｖ 以 上 、 さ ら に は ３ ． ５ Ｖ 以 上 （ 例 え ば ３ ． ９ ５ Ｖ ） の 高 電 位 の 非 水 電 解 質 二
次 電 池 の 場 合 に 特 に 有 効 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 正 極 端 子 １ を セ ラ ミ ッ ク 材 ３ を 介 し て 外 環 金 属 部 材 ５ に 絶 縁
封 止 固 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 電 池 ケ ー ス を 構 成 す る 金 属 外 装 部 材 で あ れ ば 、 い
ず れ の 部 材 に 絶 縁 封 止 固 定 し て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
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　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 非 水 電 解 質 電 池 に よ れ ば 、 正 極 端 子 と 接 す る
金 属 ロ ウ に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ ウ を 用 い る の で 、 ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反 応 に よ っ て 腐 食 を 生
じ る よ う な こ と が な く な り 、 気 密 漏 れ に よ る サ イ ク ル 寿 命 及 び カ レ ン ダ － 寿 命 の 短 縮 を 防
止 す る こ と が で き る よ う に な る 。 特 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 率 が 高 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ロ
ウ を 用 い れ ば 、 こ の ロ ウ 材 金 属 の 溶 解 反 応 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 正 極 端 子 部 分 の 一 部 拡
大 縦 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 従 来 例 を 示 す も の で あ っ て 、 非 水 電 解 質 電 池 の 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 正 極 端 子
　 ２ 　 負 極 端 子
　 ３ 　 セ ラ ミ ッ ク 材
　 ４ 　 金 属 ロ ウ
　 ５ 　 外 環 金 属 部 材
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